
町
幕
府
』
）
、
圧
倒
的
に
山
門
・
五
山
書
院
に
関
係

す
る
も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
国
人
層
と
し
て
一
括
さ
れ
た
中
に
は
、

こ
れ
は
索
引
の
人
名
か
ら
推
定
さ
れ
る
の
だ
が
、

奉
公
衆
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
ケ
か
。

　
筆
者
が
『
御
前
落
居
記
録
』
な
ど
で
み
る
と
こ

ろ
、
論
人
に
は
在
地
の
国
人
層
も
含
ま
れ
る
が
、

訴
人
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
国
人
層
は
ほ
ぼ
奉
公

衆
と
お
ぼ
し
き
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
二
表
は
今
後
、
よ
り
詳

細
な
検
討
を
加
え
ら
れ
、
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ

る
事
を
期
待
し
た
い
。

　
以
上
、
本
索
引
に
つ
い
て
そ
れ
を
紹
介
し
つ
つ
、

若
干
の
気
付
い
た
点
を
指
摘
し
た
。
注
文
に
の
み

走
り
、
編
者
の
真
意
を
捕
え
そ
こ
な
っ
た
点
に
つ

い
て
は
御
海
容
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

．
百
花
擦
乱
と
咲
き
ほ
こ
る
論
文
の
華
や
か
さ
の

陰
に
隠
れ
た
「
非
個
性
的
な
業
績
」
　
（
石
母
田
正

『
戦
後
歴
史
学
の
思
想
』
六
〇
五
頁
）
と
も
い
う

べ
き
研
究
者
の
共
有
財
産
と
な
る
こ
の
よ
う
な
索

引
が
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
の
手
に
よ
っ
て
刊
行

さ
れ
る
（
聞
き
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
こ
れ
ら
は
身
銭

を
切
っ
て
自
費
で
出
版
さ
れ
た
と
の
由
で
あ
る
）

こ
と
は
日
本
の
歴
史
学
界
に
と
っ
て
誠
に
喜
ば
し

い
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
の
東
洋
大
学
中
世
法
制
史
料
研
究
会
の
発

展
と
会
員
諸
兄
の
研
究
に
実
り
多
い
こ
と
を
心
よ

り
お
祈
り
し
、
こ
の
拙
な
い
紹
介
を
終
え
た
い
。

（
申
込
先
　
東
京
都
文
京
区
白
山
五
丁
目
2
8
1
2
0

　
　
　
東
洋
大
学
史
学
科
　
頒
価
一
〇
〇
〇
円
含
送
料
）

（
B
5
判
六
七
頁
　
一
九
七
六
年
十
一
月
自
費
出
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
保
央
）

弓
削
達
・
伊
藤
貞
夫
編

『
古
典
古
代
の
社
会
と
国
家
』

　
本
書
は
、
現
在
東
大
の
西
洋
史
学
科
で
古
典
古

代
史
を
専
攻
し
て
い
る
、
院
生
の
研
究
成
果
を
中

心
に
編
集
さ
れ
た
論
文
集
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
史

関
係
五
穀
、
ロ
ー
マ
史
関
係
四
編
、
及
び
陽
削
教

授
の
序
文
の
、
碁
盤
編
の
論
考
か
ら
成
っ
て
い
る

が
、
各
論
文
は
独
立
し
た
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

ギ
リ
シ
ア
史
の
五
編
す
べ
て
が
ア
テ
ー
ナ
イ
史
に

集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ロ
ー
マ
史
関
係
の
も

の
が
、
時
代
的
・
地
域
的
に
い
わ
ゆ
る
「
古
典
古

代
」
の
周
辺
部
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的

で
あ
る
。

　
ま
ず
「
序
」
で
あ
る
が
、
ギ
リ
シ
ア
の
ポ
リ
ス

と
共
和
制
期
の
ロ
…
マ
を
、
と
も
に
市
民
共
同
体

国
家
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
変
化
と
発
展
（
分
解
）

に
よ
っ
て
古
典
古
代
史
を
解
釈
す
る
弓
削
教
授
の

論
は
、
そ
の
点
に
お
い
て
明
快
で
あ
る
。

　
第
一
論
文
、
書
山
正
人
「
前
五
八
0
／
七
九
年

の
一
〇
人
の
ア
ル
コ
ソ
ー
ソ
ロ
ソ
改
革
後
の
ア

テ
ナ
イ
ー
」
は
、
前
五
八
○
／
七
九
年
の
ア
ル

コ
ン
一
〇
人
の
構
成
が
、
エ
ウ
バ
ト
リ
ダ
イ
（
貴

族
）
五
名
、
ア
グ
ロ
イ
コ
イ
（
独
立
自
営
農
民
）

記
名
、
デ
ー
ミ
ウ
ル
ゴ
イ
（
商
工
業
者
）
二
名
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ソ
ロ
ソ
の
改
革
後
の
ア
テ
ナ
イ

に
お
い
て
、
非
貴
族
層
の
中
に
ア
ル
コ
ソ
就
任
資

格
を
み
た
す
富
裕
な
市
民
が
あ
ら
わ
れ
、
ポ
リ
ス

内
部
に
お
い
て
、
富
裕
農
民
や
商
工
業
者
層
の
力

が
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
て
い
る
。

　
次
に
、
篠
崎
三
男
「
古
典
期
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
公

的
土
地
所
有
－
賃
貸
借
碑
文
の
検
討
を
中
心
に

一
」
は
、
古
典
期
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
お
け
る
公
有

地
の
賃
貸
が
、
低
利
率
と
期
間
の
長
期
化
に
よ
り
、

借
地
去
た
る
富
裕
市
民
に
多
大
の
利
益
を
も
た
ら

す
と
同
時
に
、
公
有
地
の
蚕
食
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
簡
沢
伸
行
「
紀
元
前
四
世
紀
の
ア
テ
ナ
イ
の
海

上
貿
易
－
海
上
貸
付
の
分
析
を
中
心
に
一
」

に
お
い
て
は
、
海
上
貿
易
の
出
資
形
態
と
し
て
、

前
四
世
紀
半
ば
を
境
に
、
そ
れ
ま
で
の
エ
ク
ド
シ

ス
に
代
っ
て
、
海
上
貸
付
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
後
者
に
お
け
る
出
資
者
は
か
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富
裕
市
民
層
だ
け
で
は
な
く
て
、
非
市
民
を
中
心

と
し
た
中
産
層
が
多
か
っ
た
こ
と
、
及
び
そ
の
双

方
が
、
貿
易
商
人
・
貸
主
の
両
方
と
し
て
活
躍
し

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
伊
藤
貞
夫
「
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
の
鉱
山
経
営
者
」

は
、
　
「
ポ
ー
レ
ー
タ
イ
碑
文
」
の
分
析
に
よ
っ
て
、

前
四
世
紀
に
お
け
る
ラ
ウ
リ
オ
ソ
銀
山
の
経
営
者

に
は
、
名
門
貴
族
と
新
興
富
裕
者
の
二
つ
の
型
が

見
ら
れ
る
が
、
早
老
が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
鉱
山
経
営
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
當
が
経
営

者
の
家
の
興
隆
の
基
盤
と
な
り
、
彼
ら
の
政
治
的

比
重
を
高
め
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
桜
井
万
里
子
「
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
女

性
の
地
位
と
財
産
権
一
H
。
。
巴
◎
ρ
×
日
O
の
法
規

を
中
心
に
一
」
に
お
い
て
、
論
者
は
ア
テ
ナ
イ
．

に
お
け
る
女
性
の
地
位
を
財
産
権
の
面
か
ら
取
り

上
げ
、
古
典
期
に
お
い
て
も
、
家
庭
内
に
お
け
る

女
性
の
地
位
は
さ
ほ
ど
低
く
は
な
く
、
女
性
も
半

ば
公
然
と
様
々
の
契
約
・
取
引
を
行
っ
て
い
た
が
、

不
動
産
取
引
に
は
直
接
関
与
し
な
か
っ
た
、
し
か

し
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
女
性
に
よ
る

不
動
産
の
所
有
や
取
引
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

　
次
に
頂
ー
マ
史
関
係
で
あ
る
が
、
毛
利
晶
「
ロ

ー
マ
帝
政
成
立
期
の
ガ
リ
ア
社
会
一
反
ロ
ー
マ

の
戦
い
と
か
リ
ア
の
民
衆
一
」
は
、
　
『
ガ
リ
ア
、

戦
記
』
の
丹
念
な
読
解
に
基
づ
い
て
、
カ
エ
サ
ル

時
代
の
、
ロ
ー
マ
の
支
配
に
対
す
る
ガ
リ
ア
人
社

会
の
対
応
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

各
部
族
内
部
で
、
親
ロ
ー
マ
的
な
貴
族
と
反
ロ
ー

マ
的
な
民
衆
の
支
持
を
受
け
た
貴
族
と
が
対
立
し

て
い
た
が
、
前
者
も
、
ロ
ー
マ
騎
士
が
進
出
し
て

彼
ら
の
経
済
的
特
権
を
侵
害
す
る
に
及
ん
で
、
反

β
ー
マ
闘
争
に
加
わ
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　
坂
口
明
「
・
。
窪
く
島
ρ
舞
臨
o
o
ざ
呂
ω
に
つ
い
て

一
奴
隷
制
農
場
経
営
衰
退
の
一
側
面
一
」
に

お
い
て
、
論
者
は
主
と
し
て
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
書
翰

か
ら
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
農
場
経
営
に
お
い
て
、

家
族
と
私
有
財
産
の
所
有
を
認
め
ら
れ
、
分
割
地

を
与
え
ら
れ
た
「
小
作
人
的
奴
隷
」
に
よ
る
経
営

が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
り
、

こ
れ
を
奴
隷
制
衰
退
の
一
つ
の
側
面
と
み
な
し
て

い
る
。

　
本
村
凌
二
「
『
ク
リ
ア
』
の
歴
史
的
性
格
－

帝
政
期
北
ア
フ
リ
カ
属
州
史
の
一
断
面
1
」
は
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
都
市
の
ク
リ
ア
の
起
源
が
、
カ
ル

タ
ゴ
時
代
の
「
ヘ
タ
イ
リ
ァ
イ
」
に
ま
で
遡
る
こ

と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
帝
政
初
期
に
お
い
て
は
民

会
の
構
成
単
位
と
し
て
活
発
な
政
治
活
動
を
行
っ

た
が
、
や
が
て
民
会
の
衰
退
と
共
に
、
私
的
な
活

動
に
専
念
す
る
集
団
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
松
本
宣
郎
「
キ
リ
ス
ト
教
大
迫
害

　
　
四
世
紀
初
頭
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ロ
ー
マ
帝

国
十
1
」
は
、
大
迫
害
前
夜
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

情
況
を
述
べ
た
後
に
、
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス

に
よ
る
「
大
迫
害
」
に
綿
密
な
再
検
討
を
加
え
、

そ
れ
が
理
念
に
お
い
て
は
厳
格
で
あ
り
な
が
ら
、

実
施
面
に
お
い
て
は
穏
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

具
体
例
に
即
し
て
論
じ
て
い
る
。

　
全
体
と
し
て
、
と
り
立
て
て
目
を
引
く
新
説
は

見
ら
れ
な
い
が
、
す
べ
て
無
理
の
な
い
結
論
が
導

き
出
さ
れ
て
お
り
、
枚
数
も
適
度
で
あ
る
。
現
在

の
わ
が
国
に
お
け
る
、
古
典
古
代
史
の
研
究
水
準

と
傾
向
を
知
る
上
に
お
い
て
、
有
意
義
な
論
集
で

あ
ろ
う
。
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大
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院
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我
国
に
お
い
て
は
一
般
に
歴
史
学
の
入
門
書
、

あ
る
い
は
大
学
に
お
け
る
「
史
学
研
究
法
」
　
「
史

学
概
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な
ど
の
講
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も
、
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イ
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デ
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